
学校番号 1007 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「古典Ｂ」（東京書籍） 

副教材等 「新修古典文法」（京都書房）、「漢文必携」（桐原書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深くし、古

典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を身につけてほしい。 

 そのため、高校生が身につけるべき教養として必要な古典作品にふれ、豊かな言語文化について

学ぶことを楽しいと感じ、主体的に取り組める授業を工夫する。 

 

２ 学習の到達目標 

・古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古

典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

・古典を読解、理解するための基本的な古典文法や漢文句法をしっかりと身につけさせ、卒業後も

古典を紐解くことのできる力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

  文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

  記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

一
学
期 

一
学
期 

説
話 

成方といふ笛吹き(十訓

抄) 

・説話を読み、古文の読

み方の基礎を確認す

る。 
○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めようとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査                   

物
語 

車争ひ（源氏物語） 

・物語を読み、人物の感

情を的確にとらえる。 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めようとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

随
筆 

安元の大火（方丈記） 

・中世の随筆を読み、古

人の思索と無常観を理

解する。 
○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めようとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

二
学
期 

二
学
期 

文
章 

桃花源記 

・六朝・唐の散文を読

み、人生や社会に対す

る深い省察を味わう。 
○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確に捉え

ようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確にとら

えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

日
記
文
学 

夢よりもはかなき世の中

を（和泉式部日記） 

・日記文学を読み、作者

の感情を的確にとらえ

る。 
○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めようとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 



二
学
期 

俳
諧 

芭蕉・蕪村・一茶 

連句について 

市中の巻 

・韻文の文学史的な流

れ、多様な表現技法に

ついて理解する。 
○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どのよ

うに書き手が描いているのかを

とらえ、言葉の美しさや深さに気

づこうとしている。 

d:人物、情景、心情などをどのよう

に書き手が描いているのかをと

らえ、言葉の美しさや深さに気づ

いている。 

e:文章の形態や文体のちがいによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

三
学
期 

三
学
期 

日
記 

阿倍仲麻呂の歌・白波

（土佐日記） 

・日記を読み、作者の置

かれた状況や心情を読

み取る。 
○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めようとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、異なる立場

から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

思
想 

【政治のありかた】 

子路問君子 

子之武城、聞弦歌之声 

何必曰利 

・古代中国を代表する思

想書を読み、それぞれ

の考え方の特徴を知

る。 

○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確に捉え

ようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確にとら

えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


